Special Issue : Foreword by 風間, 伸次郎 et al.
東京外国語⼤学語学研究所『語学研究所論集』第 24 号 (2019), pp.63-66. 
Tokyo University of Foreign Studies, Journal of the Institute of Language Research No.24 (2019), pp.63-66. 
 
<特集補遺「まえがき」> 
 – 63 – 
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 2009 年に『語学研究所論集』（以下『語研論集』）の「特集」が開始され、昨年度刊行の 23 号まで、10 のテ
ーマに関する特集が行われてきた。その内容を振り返ると、14 号：受動表現、15 号：アスペクト、16 号：モ












にある 27 専攻語のうち、日本語を除く 26 専攻語について、今号ではどのような言語の補遺のデータがどこ
まで集まったのか、という点について整理してみよう。 
 すでにアラビア語とモンゴル語は以前より全 10 年度分のデータが揃っている。これに今回 2 回分のデータ
を加えたフランス語、同じく 7 回分を加えたポルトガル語、1 回分を加えた中国語、6 回分を加えたラオ語、
7 回分を加えたカンボジア語、1 回分を加えたペルシア語、6 回分を加えたトルコ語、9 回分を加えたベトナム
語について、全データが揃った。したがって全回分のデータが揃ったのは合計 10 言語ということになり、こ
れは 26 言語全体の 1/3 強に当たる。 
 今回はさらにポーランド語に 1 回分が加わり、残るは 16~21 の 5 つとなった。同様に、チェコ語に 2 回分
が加わり残るは 15, 16, 19, 20, 21 の 5 つに、インドネシア語に 1 回分が加わり残るは 17, 19, 20, 22, 23 の 5 つ
に、マレーシア語に 1 回分が加わり残るは 15 のみに、タイ語に 5 回分が加わり残るは 15~17, 20, 23 の 5 つに、
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 今回新しいデータは得られなかったが、ドイツ語で残るのは 17 と 19 のみ、イタリア語は 15~18, 21 の 5 つ、
スペイン語は 15, 16, 22 の 3 つ、ロシア語は 17, 19, 21 の 3 つ、朝鮮語は 14 のみ、ウルドゥー語は 22 のみ、で
ある。 
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 26 言語の 10 年分の特集であるので、本学の専攻語に限った限りでも、延べ 260 あることになるが、残って
いるのはそのうちの 76 であり、これは 29.2%に当たる。今回の補遺では 55 の新しいデータが得られたので、








 筆者はこれまでの 10 年の特集の各回において「まえがき」を執筆し、その回に集まった分のデータに基づ
いて類型論的観点からの分析を行ってきた。当然のことながら集まった言語データの範囲内で行った分析で
あるため、類型論的な観点からはなおきわめて不十分である。しかも各回ごとにそのデータの母体は少しずつ
異なったものとなっている。もし本学の 26 専攻語の全データが揃えば（もちろん通言語学的な分析を提示す
るにはなおもはなはだ不十分ではあるものの）、その同じ母体の範囲内での統一された分析結果を提示するこ
とができるようになる。その結果は、今後の本学での言語学の教育においてはきっと有用なものになるだろう
と考えている。 
 近年では、学生のレポートにも『語研論集』のデータを参照したものが散見されるようになってきた。これ
はネットでの検索により、関心のある言語の個別の構文に直接アクセスできることが利点となっているに違
いない。このように教育面においても、「特集」のデータは言語学ならびに個別言語への理解を深めるための
利便性の高いリソースとなってきている。 
 以上のような理由から、今後特集のデータの集積ならびに「語研論集データベース」がより十全なものとし
て確立されていくことを強く望むものである。 
 今回の「まえがき」には言語自体の分析がいっさいなく、11 年間この「特集」に取り組んできた者の月並
みな感想となってしまった。したがって駄文もいいところであるが、御批判御叱正等いただければ幸いであ
る。特にこの「特集」ならびに「語研論集データベース」の収集・作成・活用等に関して、より良い方策やア
イデアをお聞かせいただけることを望んでいる。 
 
